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11月の開院日

11月25日(土) 午前9時〜11時30分
場所：クリエート村上
問い合わせ：【地域福祉課】0254-62-7757

10月6日(金)、荒川地区
公⺠館を会場に敬⽼会が
催され、大勢の方が歌謡
ショーなどを楽しみました。

10月15日(日)の荒川商工産業祭にて、第5
回あらかわスイーツコンテスト表彰式と、あらか
わスイーツ詰め合わせの販売を行いました。
お買い求め頂き、ありがとうございました☆

地域と学校の連携を促進するため、荒川中
学校吹奏楽部と、あらかわ地区まちづくり協議
会事業部が連携し「オータムコンサート」を開催し
ました。午前中は、中学生と保護者がカレー作り
をして、まずは演奏前に腹ごしらえ。
演奏開始前には、会場に約40名の来場者が

詰めかけ、会場は満員に！3年生は、引退前最
後の演奏をそれぞれの想いを胸に精一杯演奏を
行いました。コンサート終了後は、中学生と保護
者で3年生の引退会を行いました。
吹奏楽部の皆さん、ありがとうございました。

荒川中学校吹奏楽部
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10月14日(土)に、冒険遊び場「みのりの秋」が開催されました。
この企画は、つどい場「あら、ほっ」に訪れてもらうきっかけと、親子や子どもたちに楽しい時間を
過ごしてもらうことを目的にしており、これまで作ってきた「ピザ釜」や「バーベキュー釜」を使って、
ピザづくりや焼きいも、焼き鳥、焼き魚などを美味しくいただきました。
また、園庭では、スラックライン、割りばし鉄砲、綿あめを自由に作って楽しい秋のひとときを過ごしました。

あらかわ地区まちづくり協議会｢荒島ラベンダーひろば｣

・内容 『ハワイアンリトミック』
・講師 NPO法人希楽々 板谷越葉月さん
・参加費 無料（同室託児付き）

・対象 乳児～就学前児童と保護者

11月29日(水) 10:30～11:10
(広場の開放時間は9:30～11:30です)

・会場
村上市荒島1004
旧荒島保育園

【お問い合わせ】

荒川支所地域振興課自治振興室☎0254-62-3102
または、村上ohanaネット事務局☎0254-52-6612

寒くなってきましたが、南国ムードたっぷりのハワイアンミュージックに
合わせて、親子でリトミックを楽しみましょう♪
レイをかけたり、パウスカートをはいて、気分もハワイアンに！
希楽々の板谷越先生と、音楽に合わせて楽器を鳴らしたり、
体を揺らしたり、楽しい時間を過ごしましょう♪ご参加お待ちしています！

旧議場で大きな声で歌いませんか？

毎月第４土曜
午後１時半～開催中♪

まちづくり協議会の拠点地、
つどい場「あら、ほっ」(旧荒島保育園)の
電話番号が変わりました。
新しい電話番号：☎0254-62-7144

みんなで
歌って
健康に♪



10月29日(日)午後３時からJR坂町駅前通りで、きらきらフェ
スティバルが開催されました。あいにくの悪天候にも関わらず、
ハロウィン仮装コンテストには49名の参加があり、子どもたち
のかわいらしい七変化に大勢の方々が魅了されていました。
また、キッズダンスショーや、村上マルシェに26店舗が参加

し、寒さも忘れて賑わいをみせ、夕方にイルミネーションの点
灯式を行うと一気に街はクリスマスムードに包まれました。
イルミネーションは、来年1月15日までの点灯となります。

皆さん是非ともご覧ください。

10月25日(水)に、村上市うんめもん大使の木村正晃さんが講師
として金屋小学校５年生を対象に｢味覚の授業｣を行いました。

１時間目の学習は、
｢味について｣。
味は舌だけでなく、
鼻(におい)
目(見た目)
耳(調理の音)
⻭や舌の触覚(温度やかたさ)を
使って味わっているということや、
｢塩味｣｢酸味｣｢苦味｣｢甘味｣｢うま味｣という
｢五味｣があることを学びました。

２時間目は、餅を生地にした
ピザの調理実習をしました。
木村さんからレシピをもらい、
早速家で作ってみた子もいたよ
うで、味について新しい発見が
あった楽しい授業になりました。

―木村正晃“キムラマサアキ”PROFILEー
新潟県における野菜ソムリエの先駆けで、その代表的人物。
｢trarroria A alla Z｣で野菜ソムリエとして活動した後、
新潟県を中心に様々な食に関する取り組みを展開しており、
2004年より村上市｢うんめもん大使｣を務めている。

朝晩の冷え込みが激しくなり、
我が家で飼っている雄ネコ(14歳)は、
餌とトイレ以外は温かい毛布の上に
体を丸くして寝ているばかり・・・。
自分もネコになりたいな〜、朝ゆっ
くりできるしな〜、なんて毎朝考え
ながら出勤しています。
これから雪のシーズンとなりますが、
｢犬は喜び庭かけまわり〜♪｣のイヌ
を⾒習って、ひと冬越そうかな〜な
んて考えています。
｢あっ、そうだっ｣、やっぱりできれ
ばクマのように冬眠したい。。。

事務局あとがき
担当O

就職や進学を控える学生にとっては、こ
の土地で暮らすのも残すところ数カ月だっ
たりします。この幾ばくかの期間には、イ
ンフルエンザやノロウィルス等の季節的な
リスクもあるので、とりわけ受験生なんか
は十分注意して下さい。
…と、彼らに要求するばかりでは良くな
いですね。自己管理も勿論大切なのですが、
周りの人間、ひいては社会が防疫に努める
こともリスク低減の一助になります。当然
それは自身の為にもなります。相互作用と
いうやつですね。「べ、別にアンタのため
にマスクしてるんじゃないんだからね！｣
とすると何故か二重意が崩れるのですが。

まちづくり協議会
支援・情報部会
横山


